
まえがき＝高炭素鋼線材は伸線加工により容易に細径

乾式伸線，パテンティング処理し，さらに拡散ブラスめ
っき後，直径 0.18 ～ 0.2mmにまで湿式伸線を行い，加
工硬化特性，ねじり特性を確認し，電界放射走査型電子
顕微鏡

（FE-SEM：Field Emission-Scanning Electron Microscope）
にて伸線材の組織を確認した。

　加熱条件による固溶ボロン量の変化を確認するための
試料は，昇温速度 50℃/s，保持温度 960℃にて 10s，あ
るいは 600s の熱処理を行いHeガスにて急冷し，組織を
凍結したものを化学分析にかけた。第 2相フェライトの
生成挙動確認のための試料は，900℃に 10min 加熱後，ト粒であることがわかった。以後，この組織を第 2相フェライトと呼ぶ。　図 1 に各試料の第 2相フェライト量を示す。PCに比

べて，NBで第 2相フェライト分率が上昇している。遷
移炭化物生成元素の微量添加により高炭素鋼中に第 2相
フェライトが生成しやすくなる本結果は，Han ら

10）の結
果と一致する。逆に TBは第 2相フェライト量が減少し
ている。遷移炭化物生成元素のTiを添加しているが，同技術開発本楓＊＊技術開発本楓
＊＊＊
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